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☆ ☆

これからも「スポーツによる地域づくり」のために活動していきます！

杉並区スポーツ推進委員だより 第140号

令和6年11月10日（日）荻窪体育館で「第77回杉並区民体育祭・第35回スポーツ・レクリエーション大会」として
「第33回杉並区民綱引き大会」が開かれました。
皆さんも運動会で一度は綱引きをやられたことがあると思いますが「綱引き」の歴史は、古くエジプトの遺跡の壁画に彫って
あったり、日本でも豊作祈願などの行事として古くから各地で熱戦が繰り広がれています。また、オリンピックでも1900年
の第2回パリ大会から1920年の第7回アントワープ大会まで行われていました。
今年の「杉並区民綱引き大会」は、5人対5人で引きました。競技性よりも参加者の誰もが楽しめるレクリエーションとし、
５人以上のチームを作って参加のほか、１人での参加も可能とし、募集方法も申込みしやすく参加要項と申込用紙を一緒にし
ました。当日の参加者は、子ども40人、大人35人の合計75人でした。ジュニアの部では6チームが総当たりのリーグ戦を
行い「最強なりにし6 心をひとつに」のチームが5戦全勝で1位となりました。大人の部では7チームがトーナメント戦を行
い、若い「チーム杉並PS」が他のチームを圧倒し優勝しました。このほか今回もEISJ(エベレストインターナショナルス
クール・ジャパン）の中学生の参加があり大会を盛り上げてくれました。毎年ありがとうございます。
また今回も、東京都綱引連盟の3人の方から綱の持ち方、引き方、姿勢、アンカーの役割りなど基本的なルールについてご指
導を頂きありがとうございました。審判の方の体育館に響きわたる声が全試合を引き締めていました。
最後に優勝した「チーム杉並PS 5人」対「ジュニアの部1位・2位連合チーム11人」の試合を行いました。子どもたちの
チームに多くの声援がありましたが、残念ながら負けてしまいました。しかし、一生懸命に力を合わせて綱を引いた子ども達
のチームに多くの拍手があり、会場は和やかな雰囲気に包まれました。
熱戦が繰り広げられた全27試合、怪我する方もなく無事に大会を終了することが出来たのは、参加者の皆さん、スタッフの
皆さんのお陰と感謝しております。ありがとうございました。「また来年も参加したい！」という声が聞かれ、主催者として
これ以上の喜びはありません。「心をひとつに！1本の綱に力をこめて！」を合言葉に、また来年もご参加をお待ちしており
ます。

第33回杉並区綱引き大会実行委員長 小貫晴信

スポーツ推進委員は、地域の皆さんの自主的なスポーツ・レクリエーション活動を推進し、「スポーツによる地域づくり」
を目指して活動する、地域スポーツのコーディネーターです。
地域のスポーツ活動のお手伝いを行ったり、スポーツに関する身近な相談にも応じますので、お気軽にご相談ください！

心をひとつに！ 一本の綱に力をこめて！


